
＜令和７年度 九州・沖縄ブロック研修会報告書＞ 

研 修 名： 日本看護学校協議会 九州・沖縄ブロック研修会  

日 時： 2025 年 10 月 18 日（土）9:00～12:00 

方 法： ZOOM によるオンライン研修  

講 師： 順天堂大学 保健看護学部 教授 北川 明 先生  

テ ー マ： 合理的配慮の必要な学生の対応について 
 

内 容：  令和 6 年 4 月１日より「障害者差別解消法」における合理的配慮の提供が 

義務化となり、各養成所においても合理的配慮に関する規定の策定と環境整備 

等を行うことが重要となった。今回、合理的配慮が必要な学生対応の実際や 

各養成所の課題について解決の糸口になればと考え研修会を企画した。講師は、 

『障害のある学生の支援』について多くの研究に取り組まれている順天堂大学 

保健看護学部の北川明先生にご登壇いただいた。研修会の前半では、『合理的 

配慮とはなにか』『合理的配慮が必要な学生の理解』など基礎的知識について 

教授いただいた。後半は、事前に参加校から寄せられた質問に対して実践例を 

交えながらお答えいただいた。 

 研修会後の受講者アンケートでは、『まさに、現在抱えている学校の課題であり、 

解決方法がわかった。』『自分の学生への関わり方が正しいのかどうかと迷う部分 

もたくさんあった。その中で、合理的配慮が必要な学生としての診断がない場合 

でも、その可能性を含めて考えていく必要性があるということを学んだ。』『組織 

が一貫して同じ考えで対応していくことが必要だと学んだ。』など数多くの学びが 

寄せられた。 

 今回、オンラインでの開催により 200 名以上の方に参加いただくことができた。 

『合理的配慮が必要な学生の対応』については、困難を抱える学校・教員が多い中、 

具体的な対応策について学びを得たことで、今後、合理的配慮が必要な学生の支援に 

つながっていくと実感することができた。  
 

参加者数： 会員校 41 校（199 名） 非会員校 9 校（26 名）  

報 告 者： 九州・沖縄ブロック 武雄看護学校 末藤智子 


